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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　架台と、前記架台の前後を地盤から離間して支持する複数の支持台と、を有する桟橋本

体と、

　前記架台の前後方向に沿って移動自在に前記架台の側方に配置したホッパと、前記ホッ

パの下方に配置したベルトコンベアと、前記ベルトコンベアを前記ホッパに対し水平方向

に回動可能に連結した可動ジョイントと、を有する打設ユニットと、を備え、

　前記ホッパ内に投入したコンクリートを、前記ベルトコンベアに積載して搬送し、前記

架台より下方に排出可能に構成したことを特徴とする、

　インバート桟橋。

【請求項２】

　前記ベルトコンベアが、コンベア本体と、前記コンベア本体を長手方向に沿ってスライ

ド可能に保持するスライドガイドと、を備えることを特徴とする、請求項１に記載のイン

バート桟橋。

【請求項３】

　前記可動ジョイントが、前記ベルトコンベアを前記ホッパに対し鉛直方向に回動可能で

あることを特徴とする、請求項１又は２に記載のインバート桟橋。

【請求項４】

　前記打設ユニットが、線条体と、前記線条体の一端に付設した連結具と、前記線条体を

巻き取り可能な本体と、を有する吊上装置を備え、前記ホッパと前記ベルトコンベアを前
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記 吊 上 装 置 で 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の イ ン バ ー ト 桟 橋 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 吊 上 装 置 が 、 前 記 本 体 を 前 記 ホ ッ パ に 連 結 し 、 前 記 連 結 具 を 前 記 ベ ル ト コ ン ベ ア に

連 結 し た 、 チ ェ ー ン ホ イ ス ト で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の イ ン バ ー ト 桟 橋

。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 に 関 し 、 特 に 操 作 の 自 由 度 が 高 く 、 簡 易 な 作 業 に よ っ て コ ン

ク リ ー ト を 任 意 の 位 置 に 打 設 可 能 な イ ン バ ー ト 桟 橋 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 山 岳 ト ン ネ ル 工 事 に お い て 、 地 山 の 変 位 を 抑 制 し ト ン ネ ル と し て の 必 要 断 面 を 確 保 す る

た め に 、 ト ン ネ ル の 床 面 に ト ン ネ ル イ ン バ ー ト を 設 置 す る 。

　 ト ン ネ ル イ ン バ ー ト 工 で は 、 地 盤 の 掘 削 時 や コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に 工 事 車 両 の 通 行 を

確 保 す る た め 、 イ ン バ ー ト 工 の 上 部 を 跨 ぐ イ ン バ ー ト 桟 橋 が 使 用 さ れ る 。

　 特 許 文 献 １ に は 、 桟 橋 を ト ン ネ ル の 幅 方 向 に 横 ス ラ イ ド 可 能 に 架 設 し た イ ン バ ー ト 桟 橋

が 開 示 さ れ て い る 。

　 イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト の 打 設 時 に は 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 の 架 台 上 に コ ン ク リ ー ト ミ キ サ

車 を 配 置 し 、 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ 車 か ら ホ ッ パ 内 に コ ン ク リ ー ト を 投 入 し 、 ホ ッ パ の 下 部

に 配 置 し た シ ュ ー ト を 介 し て 、 シ ュ ー ト の 先 端 か ら コ ン ク リ ー ト を 排 出 す る （ 図 １ ０ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ７ ３ ５ ７ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 従 来 技 術 に は 以 下 の 問 題 点 が あ る 。

＜ １ ＞ ト ン ネ ル 断 面 の 制 約 上 、 架 台 か ら 打 設 面 ま で の 高 さ を 高 く と る こ と が で き な い 。 こ

の た め 、 シ ュ ー ト に 角 度 を つ け る の が 難 し く 、 コ ン ク リ ー ト を 円 滑 に 流 下 さ せ て 打 設 す る

こ と が で き な い 。 こ れ は 、 打 設 位 置 が ホ ッ パ か ら 離 れ て 、 使 用 す る シ ュ ー ト 長 が 長 く な る

ほ ど に 顕 著 と な る 。

＜ ２ ＞ 近 接 し た 位 置 で 短 い シ ュ ー ト を 使 用 す る 場 合 、 コ ン ク リ ー ト の 流 下 に 勢 い が つ き す

ぎ て 打 設 時 に 材 料 分 離 を 起 こ す お そ れ が あ る 。

＜ ３ ＞ シ ュ ー ト は チ ェ ー ン 等 で 鋼 製 支 保 に 仮 留 め し 、 打 設 位 置 が 変 わ る た び に 取 り 外 し て

移 動 さ せ 、 再 度 仮 留 め す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 煩 雑 な 作 業 を 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 の 側 方

又 は 下 方 に お け る 狭 隘 な 空 間 で 行 う た め 、 作 業 効 率 が 悪 い 。

＜ ４ ＞ シ ュ ー ト の 先 端 位 置 を 自 由 に 移 動 さ せ る こ と が で き な い た め 、 打 設 空 間 内 に コ ン ク

リ ー ト を 満 遍 な く 行 き わ た ら せ る こ と が 難 し い 。 打 設 位 置 か ら コ ン ク リ ー ト を 横 移 動 さ せ

る と 、 材 料 分 離 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る 。

＜ ５ ＞ 打 設 位 置 ま で の 距 離 に 応 じ て 複 数 の 種 類 の シ ュ ー ト を 使 い 分 け る 必 要 が あ り 、 シ ュ

ー ト の 管 理 が 煩 雑 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 以 上 の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め の 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 を 提

供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 架 台 と 、 架 台 の 前 後 を 地 盤 か ら 離 間 し て 支 持 す る 複 数 の 支

持 台 と 、 を 有 す る 桟 橋 本 体 と 、 架 台 の 前 後 方 向 に 沿 っ て 移 動 自 在 に 架 台 の 側 方 に 配 置 し た
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ホ ッ パ と 、 ホ ッ パ の 下 方 に 配 置 し た ベ ル ト コ ン ベ ア と 、 ベ ル ト コ ン ベ ア を ホ ッ パ に 対 し 水

平 方 向 に 回 動 可 能 に 連 結 し た 可 動 ジ ョ イ ン ト と 、 を 有 す る 打 設 ユ ニ ッ ト と 、 を 備 え 、 ホ ッ

パ 内 に 投 入 し た コ ン ク リ ー ト を 、 ベ ル ト コ ン ベ ア に 積 載 し て 搬 送 し 、 架 台 よ り 下 方 に 排 出

可 能 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア が 、 コ ン ベ ア 本 体 と 、 コ ン ベ ア 本 体 を 長 手

方 向 に 沿 っ て ス ラ イ ド 可 能 に 保 持 す る ス ラ イ ド ガ イ ド と 、 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 可 動 ジ ョ イ ン ト が 、 ベ ル ト コ ン ベ ア を ホ ッ パ に 対 し 鉛 直 方

向 に 回 動 可 能 で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 打 設 ユ ニ ッ ト が 、 線 条 体 と 、 線 条 体 の 一 端 に 付 設 し た 連 結

具 と 、 線 条 体 を 巻 き 取 り 可 能 な 本 体 と 、 を 有 す る 吊 上 装 置 を 備 え 、 ホ ッ パ と ベ ル ト コ ン ベ

ア を 吊 上 装 置 で 接 続 し て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 吊 上 装 置 が 、 本 体 を ホ ッ パ に 連 結 し 、 連 結 具 を ベ ル ト コ ン

ベ ア に 連 結 し た 、 チ ェ ー ン ホ イ ス ト で あ っ て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 は 、 以 下 の 効 果 の 内 少 な く と も １ つ を 備 え る 。

＜ １ ＞ コ ン ク リ ー ト を 、 シ ュ ー ト に よ る 自 重 滑 落 で は な く 、 ベ ル ト コ ン ベ ア に よ っ て 打 設

位 置 ま で 搬 送 す る 構 成 で あ る た め 、 架 台 か ら 打 設 面 ま で の 高 さ や 打 設 位 置 ま で の 距 離 に 関

わ ら ず 、 コ ン ク リ ー ト を 安 定 的 に 打 設 す る こ と が で き る 。

＜ ２ ＞ コ ン ク リ ー ト の 搬 送 速 度 が 一 定 で あ る た め 、 急 激 な 落 下 に よ る 材 料 分 離 を 防 ぐ こ と

が で き る 。

＜ ３ ＞ 簡 易 な 操 作 に よ っ て ベ ル ト コ ン ベ ア の 先 端 を 任 意 の 打 設 位 置 に 設 定 す る こ と が で き

る 。 こ の た め 狭 隘 な 作 業 空 間 内 で あ っ て も 高 い 施 工 効 率 を 確 保 す る こ と が で き る 。

＜ ４ ＞ ３ 次 元 回 動 構 造 に よ っ て 、 ベ ル ト コ ン ベ ア の 先 端 を 柔 軟 に 移 動 さ せ る こ と が で き る

。 こ の た め 、 打 設 空 間 内 に コ ン ク リ ー ト を 満 遍 な く 行 き わ た ら せ る こ と が で き る 。

＜ ５ ＞ 複 数 の 種 類 の シ ュ ー ト を 使 い 分 け る 必 要 が な い た め 、 装 置 の 管 理 が 容 易 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る イ ン バ ー ト 桟 橋 の 説 明 図

【 図 ２ 】 桟 橋 本 体 の 説 明 図

【 図 ３ 】 打 設 ユ ニ ッ ト の 説 明 図

【 図 ４ 】 ホ ッ パ の 説 明 図

【 図 ５ 】 ベ ル ト コ ン ベ ア の 説 明 図

【 図 ６ 】 可 動 ジ ョ イ ン ト の 説 明 図 （ １ ）

【 図 ７ 】 可 動 ジ ョ イ ン ト の 説 明 図 （ ２ ）

【 図 ８ 】 イ ン バ ー ト 桟 橋 の 使 用 方 法 の 説 明 図

【 図 ９ 】 実 施 例 ２ の 説 明 図

【 図 １ ０ 】 従 来 技 術 の 説 明 図

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。

　 な お 、 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 に お け る 「 前 」 と は ト ン ネ ル 軸 方 向 に 沿 っ て 切 羽 側 を 意

味 し 、 「 後 」 と は ト ン ネ ル 軸 方 向 に 沿 っ て 坑 口 側 を 意 味 す る 。 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 に

お け る 「 長 手 方 向 」 と は ト ン ネ ル 軸 方 向 に 沿 っ た 方 向 、 「 幅 方 向 」 と は ト ン ネ ル 軸 方 向 に

直 交 す る 水 平 方 向 を 意 味 す る 。

を 意 味 す る 。
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【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ４ 】

[イ ン バ ー ト 桟 橋 ]

＜ １ ＞ 全 体 の 構 成 （ 図 １ ）

　 イ ン バ ー ト 桟 橋 １ は 、 桟 橋 本 体 １ ０ と 、 桟 橋 本 体 １ ０ の 側 方 に 設 け た 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０

と 、 を 備 え る 。

　 本 例 で は 、 桟 橋 本 体 １ ０ の 両 側 に 、 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ を １ つ ず つ 設 け る 。

　 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 後 述 す る ガ イ ド レ ー ル １ ６ と ホ ッ パ ２ １ の 接 続 を 介 し て 、 桟 橋 本

体 １ ０ の 側 面 を 、 桟 橋 本 体 １ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

＜ ２ ＞ 桟 橋 本 体 （ 図 ２ ）

　 桟 橋 本 体 １ ０ は 、 工 事 車 両 の 通 行 と コ ン ク リ ー ト ミ キ サ 車 の 設 置 の 機 能 を 備 え る 、 移 動

式 の 桟 橋 で あ る 。

　 本 例 で は 桟 橋 本 体 １ ０ が 、 長 尺 の 架 台 １ １ と 、 架 台 １ １ の 前 端 と 後 端 を 支 持 す る 複 数 の

支 持 台 １ ２ と 、 架 台 １ １ の 前 端 と 後 端 に 設 け た 複 数 の 車 輪 １ ３ と 、 架 台 １ １ の 前 端 と 後 端

に 設 け た ２ つ の 斜 路 １ ４ と 、 架 台 １ １ の 上 面 両 側 縁 に 沿 っ て 設 け た ２ つ の 高 欄 １ ５ と 、 架

台 １ １ の 両 側 面 に 沿 っ て 平 行 に 設 け た 各 ２ 本 の ガ イ ド レ ー ル １ ６ と 、 か ら な る 。

　 支 持 台 １ ２ は 伸 縮 式 で あ り 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 １ の 据 え 付 け 時 に は 架 台 １ １ を 持 ち 上 げ て

支 持 し 、 移 動 時 に は 架 台 １ １ を 下 ろ し て 車 輪 １ ３ を 接 地 さ せ る 。

　 斜 路 １ ４ は 跳 ね 上 げ 式 で あ り 、 イ ン バ ー ト 桟 橋 １ の 据 え 付 け 時 に は 架 台 １ １ の 前 後 か ら

地 盤 上 に 架 け 渡 す 。

　 高 欄 １ ５ は 、 架 台 １ １ 上 に 設 置 し た コ ン ク リ ー ト ミ キ サ 車 Ｘ か ら 、 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ 内

に コ ン ク リ ー ト を 投 入 で き る よ う に 、 複 数 の 開 口 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

＜ ３ ＞ 打 設 ユ ニ ッ ト （ 図 ３ ）

　 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 桟 橋 本 体 １ ０ の 下 方 に コ ン ク リ ー ト を 打 設 す る た め の 装 置 で あ る

。

　 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 桟 橋 本 体 １ ０ の 側 面 か ら 下 方 に 延 在 す る 。

　 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ は 、 ホ ッ パ ２ １ と 、 ホ ッ パ ２ １ の 下 方 に 配 置 し た ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２

と 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を ホ ッ パ ２ １ に 連 結 す る 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ と 、 を 少 な く と も 備

え る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

＜ ３ ． １ ＞ ホ ッ パ （ 図 ４ ）

　 ホ ッ パ ２ １ は 、 コ ン ク リ ー ト を 受 け 入 れ て ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ 上 に 排 出 す る 部 材 で あ る

。

　 ホ ッ パ ２ １ は 、 コ ン ク リ ー ト の 投 入 口 ２ １ ａ と 排 出 口 ２ １ ｂ を 備 え る 。

　 投 入 口 ２ １ ａ は 上 方 に 開 放 す る 。 排 出 口 ２ １ ｂ は 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ 内 を 貫 通 し て ベ ル

ト コ ン ベ ア ２ ２ の 上 方 に 接 続 す る 。

　 ホ ッ パ ２ １ は 、 架 台 １ １ の 側 方 に 、 架 台 １ １ の 前 後 方 向 に 沿 っ て 移 動 自 在 に 付 設 す る 。

本 例 で は 、 ホ ッ パ ２ １ の 側 部 に 上 下 ２ 列 の ロ ー ラ ２ １ ｃ を 設 け 、 ロ ー ラ ２ １ ｃ を 上 下 ２ 本

の ガ イ ド レ ー ル １ ６ の 間 に 回 転 自 在 に 挟 持 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

＜ ３ ． ２ ＞ ベ ル ト コ ン ベ ア （ 図 ５ ）

　 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ は 、 コ ン ク リ ー ト を 搬 送 す る 装 置 で あ る 。

　 本 例 で は ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を 、 コ ン ベ ア 本 体 ２ ２ ａ と 、 コ ン ベ ア 本 体 ２ ２ ａ を 長 手 方

向 に 沿 っ て 摺 動 自 在 に 保 持 す る ス ラ イ ド ガ イ ド ２ ２ ｂ と 、 か ら な る ス ラ イ ド 構 造 と す る 。

　 詳 細 に は 、 ロ ー ラ を 備 え る 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ガ イ ド ２ ２ ｂ の 間 に 、 コ ン ベ ア 本 体 ２ ２

ａ を 配 置 し 、 コ ン ベ ア 本 体 ２ ２ ａ の フ レ ー ム を ロ ー ラ で 挟 持 す る 。

　 ス ラ イ ド ガ イ ド ２ ２ ｂ は 、 所 定 の 位 置 で ス ラ イ ド を 固 定 す る 固 定 手 段 を 備 え る 。

　 な お ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ は ス ラ イ ド 構 造 に 限 ら ず 、 固 定 構 造 で あ っ て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ９ 】

＜ ３ ． ３ ＞ 可 動 ジ ョ イ ン ト （ 図 ６ 、 ７ ）

　 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を ホ ッ パ ２ １ に 回 動 可 能 に 接 続 す る 部 材 で

あ る 。

　 本 例 で は 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ が 、 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ と 、 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ と 、 を 備 え る

。

　 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を ホ ッ パ ２ １ に 対 し 水 平 方 向 に 回 動 さ せ る 。

本 例 で は 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ と し て 、 下 部 ジ ョ イ ン ト を 上 部 ジ ョ イ ン ト 内 に 包 持 し た つ ば 付

ロ ー ラ を 採 用 す る 。 た だ し こ れ に 限 ら ず 、 公 知 の 各 種 の 回 動 機 構 を 使 用 す る こ と が で き る

。

　 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ は 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を ホ ッ パ ２ １ に 対 し 鉛 直 方 向 に 回 動 さ せ る 。

本 例 で は 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ と し て 、 ス ラ イ ド ガ イ ド ２ ２ ｂ を 幅 方 向 に 軸 支 し た 下 部 ジ ョ イ

ン ト を 採 用 す る 。 た だ し こ れ に 限 ら ず 、 公 知 の 各 種 の 回 動 機 構 を 使 用 す る こ と が で き る 。

　 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ と 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ は 、 所 定 の 位 置 で 角 度 を 固 定 す る 固 定 手 段 を 備 え

る 。

　 な お 、 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ は 必 須 の 構 成 要 素 で は な く 、 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ の み を 備 え る 構

造 と す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

＜ ４ ＞ イ ン バ ー ト 桟 橋 の 使 用 方 法 （ 図 ８ ）

　 イ ン バ ー ト 桟 橋 １ を イ ン バ ー ト 工 の 施 工 区 間 に 移 動 し 、 前 方 の 支 持 台 １ ２ を 前 施 工 区 間

で 構 築 し た イ ン バ ー ト コ ン ク リ ー ト 上 に 、 後 方 の 支 持 台 １ ２ を 地 盤 上 に 設 置 す る 。

　 架 台 １ １ 下 方 の 地 盤 を 掘 削 し て 、 打 設 空 間 を 構 成 す る 。

　 打 設 空 間 の 後 方 に 妻 型 枠 を 設 置 す る 。

　 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ を ガ イ ド レ ー ル １ ６ に 沿 っ て 移 動 さ せ 、 コ ン ク リ ー ト の 打 設 位 置 に 配

置 す る 。

　 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ の 水 平 回 動 部 ２ ３ ａ 及 び 鉛 直 回 動 部 ２ ３ ｂ を 介 し て ベ ル ト コ ン ベ ア

２ ２ を 任 意 の 方 向 に 向 け て 固 定 す る 。

　 ス ラ イ ド ガ イ ド ２ ２ ｂ 内 で コ ン ベ ア 本 体 ２ ２ ａ を ス ラ イ ド さ せ る こ と で 、 ベ ル ト コ ン ベ

ア ２ ２ の 先 端 を 任 意 の 打 設 位 置 に 固 定 す る 。

　 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ 車 Ｘ を 架 台 １ １ 上 に 移 動 し 、 シ ュ ー ト を ホ ッ パ ２ １ の 上 方 に 位 置 決

め し て 、 ホ ッ パ ２ １ の 投 入 口 ２ １ ａ 内 に コ ン ク リ ー ト を 投 入 す る 。

　 コ ン ク リ ー ト は ホ ッ パ ２ １ の 排 出 口 ２ １ ｂ か ら ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ の ベ ル ト 上 に 排 出 さ

れ る 。

　 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を 稼 働 さ せ て 、 ベ ル ト 上 の コ ン ク リ ー ト を 打 設 位 置 ま で 搬 送 し て 打

設 す る 。

　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 １ は 、 コ ン ク リ ー ト を 架 台 １ １ 下 方 の 任 意 の 位

置 に 打 設 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ １ 】

[吊 上 装 置 を 備 え る 実 施 例 ]

　 本 例 で は 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ が 、 ホ ッ パ ２ １ と ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を 接 続 す る 吊 上 装 置 ２

４ を 更 に 備 え る （ 図 ９ ） 。

　 吊 上 装 置 ２ ４ は 、 線 条 体 ２ ４ ｂ と 、 線 条 体 ２ ４ ｂ の 一 端 に 付 設 し た 連 結 具 ２ ４ ｃ と 、 線

条 体 ２ ４ ｂ を 巻 き 取 り 可 能 な 本 体 ２ ４ ａ と 、 を 備 え る 。

　 本 例 で は 吊 上 装 置 ２ ４ と し て 、 本 体 ２ ４ ａ を ホ ッ パ ２ １ に 連 結 し 、 連 結 具 ２ ４ ｃ を ベ ル

ト コ ン ベ ア ２ ２ に 連 結 し た チ ェ ー ン ホ イ ス ト を 採 用 す る 。

　 詳 細 に は 、 ホ ッ パ ２ １ の 側 面 か ら 水 平 方 向 に 形 鋼 か ら な る 複 数 の ア ー ム ２ １ ｄ を 張 り 出

し 、 ア ー ム ２ １ ｄ の 先 端 側 に 本 体 ２ ４ ａ の フ ッ ク を か け て 吊 り 下 げ 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２

の コ ン ベ ア 本 体 ２ ２ ａ の 後 端 側 に 連 結 具 ２ ４ ｃ の フ ッ ク を 掛 止 す る 。

　 本 体 ２ ４ ａ を 操 作 し て 線 条 体 ２ ４ ｂ を 巻 き 取 る と 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ の 後 端 側 が 吊 り
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上 げ ら れ 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ の 俯 角 が 大 き く な る 。 こ れ に よ っ て 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２

の 前 後 の 高 低 差 を 大 き く す る こ と が で き る 。

　 本 体 ２ ４ ａ を 操 作 し て 線 条 体 ２ ４ ｂ を 巻 き 出 す と 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ の 後 端 側 の 自 重

に よ り 前 端 側 が 上 が り 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ の 俯 角 が 小 さ く な る 。 こ れ に よ っ て 、 ベ ル ト

コ ン ベ ア ２ ２ の 前 後 の 高 低 差 を 小 さ く す る こ と が で き る 。

　 な お 吊 上 装 置 ２ ４ は チ ェ ー ン ホ イ ス ト に 限 ら ず 、 例 え ば 線 条 体 ２ ４ ｂ が ワ イ ヤ か ら な る

電 動 ウ ィ ン チ 等 で あ っ て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 １ 　 イ ン バ ー ト 桟 橋

　 １ ０ 　 桟 橋 本 体

　 １ １ 　 架 台

　 １ ２ 　 支 持 台

　 １ ３ 　 車 輪

　 １ ４ 　 斜 路

　 １ ５ 　 高 欄

　 １ ６ 　 ガ イ ド レ ー ル

　 ２ ０ 　 打 設 ユ ニ ッ ト

　 ２ １ 　 ホ ッ パ

　 ２ １ ａ 　 投 入 口

　 ２ １ ｂ 　 排 出 口

　 ２ １ ｃ 　 ロ ー ラ

　 ２ １ ｄ 　 ア ー ム

　 ２ ２ 　 ベ ル ト コ ン ベ ア

　 ２ ２ ａ 　 コ ン ベ ア 本 体

　 ２ ２ ｂ 　 ス ラ イ ド ガ イ ド

　 ２ ３ 　 可 動 ジ ョ イ ン ト

　 ２ ３ ａ 　 水 平 回 動 部

　 ２ ３ ｂ 　 鉛 直 回 動 部

　 ２ ４ 　 吊 上 装 置

　 ２ ４ ａ 　 本 体

　 ２ ４ ｂ 　 線 条 体

　 ２ ４ ｃ 　 連 結 具

　 Ｘ 　 コ ン ク リ ー ト ミ キ サ 車

【 要 約 】

【 課 題 】 操 作 の 自 由 度 が 高 く 簡 易 な 作 業 に よ っ て コ ン ク リ ー ト を 任 意 の 位 置 に 打 設 可 能 な

イ ン バ ー ト 桟 橋 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 本 発 明 の イ ン バ ー ト 桟 橋 １ は 、 架 台 １ １ と 、 架 台 １ １ の 前 後 を 地 盤 か ら 離 間

し て 支 持 す る 複 数 の 支 持 台 １ ２ と 、 を 有 す る 桟 橋 本 体 １ ０ と 、 架 台 １ １ の 前 後 方 向 に 沿 っ

て 移 動 自 在 に 架 台 １ １ の 側 方 に 配 置 し た ホ ッ パ ２ １ と 、 ホ ッ パ ２ １ の 下 方 に 配 置 し た ベ ル

ト コ ン ベ ア ２ ２ と 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ を ホ ッ パ ２ １ に 対 し 水 平 方 向 に 回 動 可 能 に 連 結 し

た 可 動 ジ ョ イ ン ト ２ ３ と 、 を 有 す る 打 設 ユ ニ ッ ト ２ ０ と 、 を 備 え 、 ホ ッ パ ２ １ 内 に 投 入 し

た コ ン ク リ ー ト を 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ２ ２ に 積 載 し て 搬 送 し 、 架 台 １ １ よ り 下 方 に 排 出 可 能

に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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